
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話　

七
五
―
三
二
三
二

白

寿

（１） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿

～警察官を名乗りキャッシュカードをすり替える手口～
私服姿で警察官を名乗り、家屋を訪問

（プルル、プルル、）……　　はーい、○○ですが

～間もなく犯人が訪問～
担当の♥♥です。被害にあわないよう警察が守ります。

　キャッシュカードと暗証番号をお知らせ下さい。
～キャッシュカードを持ってくる～

それではこれを封筒に入れます。封筒に封印しますので
 印鑑
4 4

を持ってきて下さい。

～印鑑
4 4

を持ってくる間に、別の封筒にすり替える～
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
か
ら
進
行
中
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い
う
、
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
環
境
下
に
お
い
て
、
藤
崎
町
の
諸

行
事
を
始
め
、
町
老
連
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ト
ラ
ン
プ
大
会
・
芸

能
発
表
会
・
東
北
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な
ど
の
行
事
も
中
止
に
な
り

ま
し
た
。
単
位
ク
ラ
ブ
で
も
一
部
研
修
旅
行
や
奉
仕
活
動
、
い
き

い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
単
位
ク
ラ
ブ
も
多
く
、
会
員
の
皆
様
方
の
親

睦
や
交
流
が
中
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
き
、
外
出
や
交
流
す
る
機
会
が
減
少
し

て
、
会
員
の
皆
様
の
心
身
へ
の
影
響
も
懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
コ
ロ
ナ
禍
は
当
分
続
く
と
思
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
も
強
く
、
ま
た
、
我
々
高
齢
者
・

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
が
感
染
し
た
場
合
に
は
重
症
化
す
る
事
が
多

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
に
は
充
分
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
と
か
く
年
末
・
年
始
は
全
国
規
模
で
人
々
の
往
来
が
多

く
な
り
、
感
染
の
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

感
染
予
防
に
は
、〝
不
要
不
急
〟
の
外
出
を
出
来
る
限
り
避
け
、

い
わ
ゆ
る
三
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
の
状
態
を
避
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。「
手
洗
い
」・「
う
が
い
の
励
行
」・「
マ
ス
ク
の
着

用
」・「
咳
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
な
ど
の
対
策
を
心
掛
け
て
、
感
染
し

な
い
よ
う
自み

ず
から

、
命
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
日
も
早
く
流
行
が
終
息
し
、
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
し
、
ま

た
、
会
員
の
皆
様
方
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
合
言
葉
の
「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
を
柱
と
す
る
楽
し
く
元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

結
び
に
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
新
し
い
年
が
素
晴
ら
し
い

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
を
考
え
て
、
研
修
場
所
・
休
息
場

所
に
つ
い
て
は
、
屋
外
の
見
学
場
所
の

「
堀
越
城
跡
」
と
休
息
・
懇
親
会
の
場

所
は
、
県
老
連
で
紹
介
さ
れ
た
大
鰐
町

郊
外
に
あ
る
、
県
老
連
【
お
楽
し
み
情
報
】
掲
載
の
「
正

し
ょ
う
か
ん
と
う

観
湯
温

泉
」
に
決
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
予
防
対
策
と
し
て
、
出
発
す
る
前
に
参
加
者
の
体
調
確

認
と
体
温
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
全
員
異
常
な
し
で
、
明
る
い
笑

顔
で
の
出
発
で
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
影
響

で
参
加
人
数
が
16
名
と
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
天
気
は
快
晴
無
風

で
絶
好
の
旅
行
日
和
で
し
た
。

見
学
場
所
の
堀
越
城
跡
は
、
国
道
７
号
線
沿
い
に
あ
り
、
遺
跡

は
７
号
線
の
道
路
で
二
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

弘
前
市
教
育
委
員
会
に
堀
越
城
跡
の
案
内
を
お
願
い
し
、
文
化

財
課
学
芸
員
の
蔦
川
さ
ん
に
説
明
と
案
内
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

堀
越
城
は
弘
前
藩
初
代
藩
主
〝
津
軽
為
信
〟
が
最
後
の
居
城
と

し
た
所
で
、
為
信
が
豊
臣
秀
吉
か
ら
、
非
常
に
信
頼
さ
れ
て
領
地

を
安
堵
さ
れ
た
事
な
ど
聞
い
て
か
ら
、
城
跡
を
歩
き
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
箇
所
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

城
跡
で
は
、
城
の
中
心
で
城
主
居
住
の
本
丸
、
家
臣
団
の
住
む

二
の
丸
・
三
の
丸
・
外そ

と
が
ま
え構の

曲く
る
わ輪

等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
特

に
土
塁
に
つ
い
て
、
外
堀
・
二
重
堀
で
二
重
土
塁
構
造
に
な
っ
て

い
る
様
子
が
説
明
で
良
く
理
解
出
来
ま
し
た
。

遺
跡
の
一
角
に
あ
る
旧
石
戸
谷
家
住
居
は
、
弘
前
市
浜
の
町
に

建
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
豪
農
の
農
家
住
宅
を
現

在
地
に
移
築
復
元
さ
れ
た
古
民
家
で
す
。
大
家
で
あ
る
こ
と
、
昔

の
住
居
作
り
を
充
分
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

見
学
終
了
後
は
、
大
鰐
町
長
峰
の
「
正
観
湯
温
泉
」
へ
直
行
、

到
着
後
は
会
長
挨
拶
と
乾
杯
で
懇
談
、
会
食
の
料
理
は
手
料
理
で
、

例
年
１
月
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
「
新
年
研
修
会
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
平
田
町
長
に
よ
る

「
町
政
報
告
会
」
を
中
止
し
、
理
事
会
を
開
催
し
ま
す
。

一
、
日
　
時
　
１
月
15
日
㈮
　
10
時
～
11
時

二
、
場
　
所
　
町
文
化
セ
ン
タ
ー

4

4

4

4

4

4

4

　
多
目
的
ホ
ー
ル

4

4

4

4

4

4

三
、
日
　
程　
　

①
受　

付　

９
時
30
分
～
10
時

②
開　

会　

10
時
～
10
時
10
分　
　
　
　
　

③
全
老
連
・
県
老
連
会
長
表
彰  

伝
達 

10
時
10
分
～
10
時
30
分

　

◎
全
老
連
会
長
表
彰

　
　

育
成
功
労
者　

大
川
雄
弘
氏
（
広
報
委
員
長
）

　

◎
県
老
連
会
長
表
彰

　

・
優
良
ク
ラ
ブ　

久
井
名
舘
松
葉
会
（
会
長
佐
藤
キ
ク
ヱ
）

　

・
個
人
表
彰

　
　
　
　

横
嶋　

正
信
氏　

 

（
俵
舛
下
俵
舛
長
寿
会
長
）　　

　
　
　
　

淸
野
草
名
義
氏　

 

（
矢
沢
長
寿
会
長
）

　
　
　
　

小
笠
原
正
成
氏　

 

（
表
町
長
寿
会
長
）

　
　
　
　

一
戸　

 

了 

氏　

 

（
常
盤
養
命
会
第
二
会
長
）

　
　
　
　

齋
藤　

恵
一
氏   

（
前
福
館
福
寿
会
長
）

　
　
　
　

佐
藤　

良
精
氏　

 

（
前
久
井
名
舘
松
葉
会
長
）

④
活
動
報
告　
　

10
時
30
分
～
11
時

　

◎
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
中
止
）
紙
上
発
表
団
体

　
　
　
　

レ
ク
ダ
ン
ス
部　
　

部
長　

古
舘
容
子
氏

　

◎
県
老
連
表
彰
優
良
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

久
井
名
舘
松
葉
会　

会
長　

佐
藤
キ
ク
ヱ
氏

⑤
そ
の
他

※
理
事
と
は　

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
、
専
門
部
長
、 

女
性
部
長

　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
長
、
若
手
委
員
長
、

　
　
　
　
　
　

本
部
役
員
（
会
長
、
副
会
長
、
監
事
、
会
計

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
）

※
都
合
に
よ
り
欠
席
の
場
合
は
、
代
理
の
方
の
出
席
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

　

お
問
合
せ
先　

会
長　

舘
山
新
一　

☎
六
五
ー
二
九
〇
六

新手サギにご用心（警察情報）

10
月
16
日
㈮
、
会
員
の
親
睦
・
研
修
旅
行
を
目
的
に
実
施
し
ま

し
た
。
春
の
親
睦
・
研
修
旅
行
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

温
泉
は
暖
か
く
や
や
温ぬ

る

め
で
美
肌
効
果
の
あ
る
お
湯
で
し
た
。

会
場
は
カ
ラ
オ
ケ
装
置
は
完
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
で
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
、
賞
品
に
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
を
祈

る
〝
赤
い
タ
オ
ル
〟
で
し
た
。

温
泉
で
は
自
家
栽
培
の
野
菜
の
ト
マ
ト
・
ネ
ギ
間
の
ヤ
キ
ト
リ

等
が
お
土
産
と
し
て
も
人
気
で
し
た
。

帰
り
に
は
、道
の
駅
「
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
石
川
」
で
買
い
物
を
堪
能
、

予
定
通
り
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
４
時
無
事
に
着
き
ま
し
た
。

自
家
調
理
で

新
鮮
な
野
菜

が
良
か
っ
た
。

１　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 金 元日
2 土
3 日
4 月
5 火
6 水
７ 木 囲碁・将棋部 12:30
8 金 役員会 10:00
9 土
10 日
11 月 成人の日
12 火 囲碁・将棋部 12:30
13 水
14 木
15 金 第３回 老連理事会 10:00
16 土
17 日
18 月 芸能部 12:00
19 火
20 水

21 木
囲碁・将棋部 12:30
広報委員会 13:30

22 金
23 土
24 日

25 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

26 火 囲碁・将棋部 12:30
27 水
28 木 囲碁・将棋部 12:30
29 金

30 土
ふじ健大OB会 10:00
【白寿】配布日 17時以降

31 日

　

新
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
舘
山
　
新
一
　

◇
町
老
連 

理
事
会
の
お
知
ら
せ
◇

　モシモシ、私●●警察署◆◆課の▲▲と申します。
　サギの犯人を逮捕したら、○○さん名義の
　〝キャッシュカード〟を持っていました。
　すぐに♥♥と言う者がそちらへ伺います。

　
史
跡 

津
軽
氏
城
跡 

堀
越
城
跡
見
学
　

　
　
　
　
西
豊
田
豊
寿
会 

親
睦
・
研
修
旅
行

石戸谷住宅で説明を聞く

本丸住居跡と土塁
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―
コ
ロ
ナ
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　

透

　

結
局
、
昨
年
は
年
頭
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
が
勃
発
し
て
以
来
、
ど

の
都
道
府
県
で
何
人
発
病
し
た
と
か
、
何
人
が
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
と
か
で
、
山
あ
り
谷
あ
り
の
グ
ラ
フ
を
毎
日
マ
ス
コ
ミ
で

見
せ
ら
れ
て
、
一
喜
一
憂
し
た
１
年
で
し
た
。

　

新
聞
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
週
刊
誌
・
T 

V
等
々
の
デ
ー
タ
ー

か
ら
流
れ
て
く
る
情
報
を
ザ
ッ
ト
見
渡
し
て
み
る
と
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
よ
う
に
治
療
薬
は
無
い
も
の
の
、
予
防
の
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
は
世
界
中
の
製
薬
会
社
や
科
学
者
が
総
力
を
挙
げ
て
開
発
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
ど
う
も
欧
米
で
は
令
和
２
年
内
に
完
成
可
能

な
雰
囲
気
が
あ
り
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
る
様
だ
。

　

さ
て
、
わ
が
国
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
新
薬
開
発
に
は
慎
重
な

国
柄
で
、
特
に
副
作
用
の
有
無
と
抗
体
が
出
来
る
検
査
等
に
は
時

間
を
か
け
る
た
め
、使
用
承
認
が
出
る
ま
で
長
い
時
間
が
か
か
る
。

　

や
は
り
心
の
隅
に
は
、
副
作
用
に
対
し
僅
か
な
が
ら
も
心
配

だ
っ
た
り
、
恐
怖
心
が
よ
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
多
分
で
あ
る
が
ワ
ク
チ
ン
は
今
年
の
春
に
は
接
種
可
能

の
よ
う
に
思
え
る
。
高
齢
者
や
持
病
を
持
っ
て
い
る
方
々
、
そ
し

て
医
療
関
係
者
を
中
心
に
少
し
早
め
に
接
種
さ
れ
る
ら
し
い
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
で
と
て
も
有
難
い
こ
と
で
、
私
の
よ
う
な
医
療

人
に
は
助
か
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
す
る

と
、
こ
の
病
気
に
対
し
抵
抗
力
が
付
く
の
で
、
症
状
が
軽
く
済
む

か
、
あ
る
い
は
感
染
し
な
い
で
済
む
こ
と
に
な
る
。

　

も
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
早
く
完
成
す
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
が
無
い
こ
と
を
望
む
ば

か
り
で
あ
る
。

※
訂
正
、
12
月
号
で
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
願
い
ま
す
。

　

裏
面
一
段
・
二
段
。
誤
「
蚤×

の
路
地
」
➡
正
「
蜑あ
ま

の
路
地
」

矢
沢
長
寿
会
に
つ
い
て

矢
沢　

佐
々
木
茂
美　

私
の
所
属
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
矢
沢
長
寿
会
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

矢
沢
長
寿
会
は
今
よ
り
十
四
年
前
の
昭
和
43
年
12
月
25
日
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

物
事
は
す
べ
て
そ
の
よ
う
に
、
今
で
こ
そ
問
題
も
な
く
運
営
さ

れ
て
は
い
ま
す
が
、
設
立
さ
れ
る
ま
で
は
幾
多
の
問
題
が
あ
っ
て

大
変
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
今
は
亡
き
当
町
内
の
長
老  

淸
野

武
人
氏
が
足
繁
く
奔ほ

ん
そ
う走
さ
れ
、
説
得
さ
れ
て
会
員
五
十
名
を
集
い

よ
う
や
く
発
足
さ
れ
た
と
聞
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
老
人
ク

ラ
ブ
結
成
の
要
で
あ
る
規
約
は
〝
み
つ
や
長
寿
会
〟
の
規
約
を
模

範
と
し
て
作
成
さ
れ
る
な
ど
、
み
つ
や
長
寿
会
は
、
私
ど
も
の
老

人
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
は
、
数
々
の
教
え
を
頂
い
た
こ
と
は
勿
論
、

大
先
輩
格
的
存
在
で
あ
っ
た
と
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

当
時
、
淸
野
さ
ん
は
相
談
役
と
い
う
側
に
回
り
、
初
代
会
長
に

は
新
谷
城
兵
氏
を
推
し
、
他
に
選
ば
れ
た
役
員
諸
氏
も
信
頼
の
あ

る
方
々
ば
か
り
で
発
足
さ
れ
た
訳
で
す
。

特
に
新
谷
会
長
さ
ん
は
、
本
年
２
月
14
日
、
病
に
倒
れ
る
ま
で

の
長
き
に
わ
た
り
連
続
し
て
会
長
職
を
務
め
、
矢
沢
長
寿
会
を
こ

れ
ま
で
に
持
っ
て
こ
ら
れ
た
立
派
な
功
労
者
で
あ
っ
た
と
、
た
だ

た
だ
尊
敬
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
そ
の
会
長
さ
ん
も
〝
と
き
わ
会

病
院
〟
を
退
院
さ
れ
、
今
で
は
家
族
の
皆
さ
ん
の
看
護
を
受
け
自

宅
で
再
起
を
願
い
闘
病
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
毎
日
で
す
が
、

私
ど
も
会
員
一
同
も
一
日
も
早
く
快
く
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
で
３
月
25
日
当
会
の
総
会
が
成
田
松
英
氏
に
よ
っ

て
開
か
れ
、
議
事
の
進
行
と
と
も
に
役
員
の
改
選
に
入
り
、
会
長

に
満
場
一
致
で
成
田
松
英
氏
が
選
ば
れ
、
大
活
躍
さ
れ
て
い
る
現

状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
本
年
は
、
西
豊
田
の
一
画
に
私
ど
も
年
寄
り
の
安
息
の
場

所
と
し
て
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
か
ら
と
い
う
も
の
は
、

町
老
連
の
幹
部
の
方
々
や
職
員
の
方
々
の
お
世
話
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、
私
ど
も
真
に
生
き
が
い
を
感
じ

て
い
る
毎
日
で
す
。

な
か
で
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
、
私
ど
も
の
周
辺
に
広
が
り
、

７
月
３
日
よ
り
毎
朝
早
く
か
ら
矢
沢
正
八
幡
宮
境
内
に
お
い
て
始

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
運
動
に
な
る
と
い
っ
て
も
年
寄
り
に
は

申
し
分
の
無
い
適
当
な
ス
ポ
ー
ツ
、
決
し
て
無
理
を
す
る
こ
と
な

く
楽
し
め
る
の
が
第
一
の
長
所
。
そ
れ
に
単
位
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

が
あ
っ
て
、
多
く
の
方
々
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
何
よ
り
の
収
穫

で
し
た
し
、
五
人
一
組
と
い
う
こ
と
か
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
必
要
、

し
た
が
っ
て
頭
の
運
動
に
は
も
っ
て
こ
い
と
き
て
い
る
か
ら
「
ボ

ケ
」
を
防
ぐ
の
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
ス
ポ
ー
ツ
と
信
じ
、
今

で
は
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
際
、
藤
崎
町
老
人
ク
ラ

ブ
の
男
女
を
問
わ
ず
大
方
の
参
加
を
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
の
成
田
会
長
は
町
の
民
生
委
員
で
あ
り
、
ま
た
連
合
会

の
理
事
と
し
て
多
忙
な
毎
日
、
そ
れ
に
家
業
の
野
良
仕
事
に
も
精

出
す
勤
勉
家
、
前
に
も
述
べ
た
早
朝
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
陣
頭
に

立
ち
何
を
お
い
て
も
コ
ー
ト
に
出
ら
れ
る
反
面
、
男
三
十
三
名
、

女
六
十
二
名
、
計
九
十
五
名
と
い
う
会
員
を
擁
し
て
の
ご
活
躍
、

全
く
頭
の
下
が
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
町
当
局
に
対
し
提
言
を
一
つ
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
町

立
病
院
も
立
派
に
出
来
た
以
上
お
願
い
な
ど
失
礼
と
存
じ
ま
す
が
、

町
民
の
体
育
向
上
を
一
層
高
め
る
た
め
、
町
民
体
育
館
を
早
期
に

建
設
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
屋
内
コ
ー
ト
を
作
っ
て
頂
き
ま
す
よ

う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
沢
長
寿
会　

副
会
長

　

漢
字
文　

　
持
籠
駒
掫
鋤
簾
捌
朳

　

蒲
簣
槌
檋
間
橇
連
架

　

稲
扱
推
礭
杵
舂
肘
木

　

挽
磨
箕

障　

廉
板

　

簾
間
簾
千
石
梼
師
絹

　
読
み
下
し
文

　
持も

っ
こ籠 

駒こ
ま
た
ら
え掫 

鋤じ
ょ
れ
ん簾 

捌
ま
た
ぶ
り
　

朳
え
ぶ
り　

　
蒲か

ま
げ簣 

槌つ
ち 

檋
か
ん
じ
き 

間ま
ぐ
い橇 

連か
ら
さ
お架

　

稲い
ね
こ
き扱 

推
ふ
み
う
す

礭
か
ら
う
す

杵き
ね 　

　

肘ひ
き
ぎ木

　

挽ひ
き
う
す磨 

箕み　

障お
り 

簸ひ
っ
ど
お
し廉 

板い
た

　

簾
ど
お
し 

間け
ん
ど
お
し簾 

千せ
ん
ご
く
ど
お
し

石
梼
篩 

絹き
ぬ

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て

中
島　

三
上　

な
み　

長
年
町
内
の
婦
人
会
で
若
い
人
達
と
一
緒
に
ダ
ン
ス
や
歌
な
ど

を
教
え
て
も
ら
い
、
若
い
気
で
楽
し
ん
で
い
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
気
が
付
い
て
み
た
ら
も
う
六
十
二
歳
に
な
っ
て
い
た
。

去
る
年
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
総
会
で
、「
新
入
り
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
引
き
回
し
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た

こ
と
を
思
い
だ
し
ま
す
。
七
十
歳
以
上
の
人
達
を
前
に
し
て
の
あ

い
さ
つ
は
、
自
分
の
老
い
先
を
見
る
よ
う
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
淋
し
い

気
も
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
く
良
い
時
代
に
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。

「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」「
温
泉
送
迎
バ
ス
」「
健
康
講
座
」「
老

人
大
学
」「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」

特
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
頭
の
運
動
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

体
育
館
で
の
練
習
は
つ
ら
い
け
ど
、
試
合
の
時
は
と
て
も
ス
リ
ル

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
老
人
同
士
仲
良
く
、
若
い
人
達
に
も
気
を
配
り
、

移
り
ゆ
く
社
会
を
明
る
く
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
六
十
二
歳
）　

第
二
回
目
は
、
先
回
と
同
じ
く
田
畑
耕
作
等
の
道
具
類
の
紹
介

で
す
。

現
在
は
殆
ど
の
物
は
使
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
い
材
料

を
使
い
、
先
人
達
が
工
夫
し
苦
労
し
て
作
っ
た
物
で
、
省
力
化
と

農
業
技
術
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
証あ

か

し
で
す
。
図
面
は
、
資
料

中
か
ら
選
定
し
、
広
辞
苑
・
字
源
等
の
辞
書
も
参
照
使
用
し
た
。

　

ど
う
か
図
の
中
の
道
具
と
本
文
を
組
み
合
わ
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。

あ

つ
き
う
す

　

◆
主
な
道
具
の
説
明
　

◇
持も
っ

　
籠こ　

畚も
っ
こと

同
様
の
も
の
。
土
石
な
ど
重
い
物
を
前
後
二
人

　
　
　
　
　

で
担
ぎ
運
搬
し
た
。

◇
駒こ

ま

　
掫た

ら
え　

馬
を
留
め
置
く
道
具

◇
間ま

　
橇ぐ
い　

植
付
け
の
時
に
使
う
。
間
隔
を
揃
え
る
た
め
の
杭
。

◇
鋤じ
ょ

　
簾れ

ん

　
河
川
な
ど
の
水
底
の
石
な
ど
を
、
掬す
く

い
取
る
道
具
。

　
　
　
　
　

現
在
で
は
、
十
三
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
に
使
わ
れ
て
い
る
。

◇　

捌
ま
た
ぶ
り
　

分
け
る
と
言
う
意
味
。
さ
ら
い
と
も
言
う
。
長
い
柄
の

　
　
　

    

先
に
荒
い
櫛
状
の
歯
を
付
け
た
道
具
。現
代
の
物
は〝
レ

ｰ

キ
〟
で
あ
る
。

◇
　
朳え
ぶ
り　
穀
物
の
実
を
か
き
集
め
る
農
具
。
前
項
の
捌
と
同
様
な

　
　
　
　

作
業
に
使
わ
れ
た
。

◇
蒲か

ま

　
簣げ　

収
穫
物
の
入
物
。
㕥
か
ま
すの

こ
と
。

◇
肘ひ
き

　
木ぎ　

挽
臼
の
回
す
所
に
接
続
し
、
前
後
に
往
復
さ
せ
、
挽

　
　
　
　
　

臼
を
回
転
さ
せ
る
た
め
の
道
具
。
肘
を
曲
げ
た
様
子

に
似
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
由
。

◇
箕み

　
障お
り       

箕
を
上
下
に
あ
お
り
な
が
ら
、
風

　
　
　
　
　

で
穀 

物
に
混
じ
っ
た
不
要
物
を
除

去
す
る
こ
と
。

◇
連か

ら
さ
お架　
先
端
を
回
転
さ
せ
叩た
た

い
て
脱
穀
し
た
。

◇
稲い

ね
こ
き扱　

千
歯
扱
き
の
こ
と
。

◇ 

礱す
り
う
す　
津
軽
で
は
〝
土
ず
る
す
〟
と
言
い
、

　
　
　
　

籾
を
籾
殻
と
玄
米
に
分
離
す
る
道
具
。

◇
千せ

ん
ご
く
ど
お
し

石
梼
篩　
穀
物
の
選
別
に
使
わ
れ
た
。

◇
簸ひ
っ

　
廉と
お
し　
唐
箕
と
も
言
わ
れ
、
回
転
翼
を
回

　
　
　
　
　

し
風
力
で
、
玄
米
を
重
さ
の
違
い

で
不
稔
米
と
完
熟
し
た
玄
米
を
選
別
し
た
。

あ

◇
◇
　
俳
　
句
　
◇
◇

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

106  

先
輩
に
学
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　
第
一
号 

昭
和  

57  

年
度
　
㈦

　
古
文
書
に
学
ぶ
　
⑵

　
　
　
　
【
百
姓
往
来
】
江
戸
書
林
版 

②

　
【
百
姓
往
来
絵
抄
】　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り

　

使
用
し
た
。

鳴
海
　
艸
人

東
天
の
う
す
き
ひ
と
ひ
ら
初
明
か
り

木
崎
　
道
子

主
な
き
三
年
の
庭
の
ホ
ト
ト
ギ
ス

福
井
　
伝
馬

鳥
渡
る
リ
ハ
ビ
リ
の
腰
曲
げ
伸
ば
し

清
水
稼
志
男

温
泉
は
熱
の
湯
終
え
し
雪
囲
い

清
水
　
雪
江

咲
く
か
蕾
に
秘
し
て
冬
薔
薇


